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 新年明けましておめでとうございます。 
 昨年は、東日本大震災、ヨーロッパの金融危機など暗い話題の多い一年でした。新聞を見て

も、消費税のアップや原発の問題など、明るい話題はないようです。私個人も、祖母の死、交

通事故（暴走自転車にぶつかられました）、母の入院など、「今年は天中殺か」と思うほど色々

な事がありました。その反面、昨年はたくさんの方との良い出会いがあり、様々なことを学ば

せていただく機会に恵まれました。生きていれば、落ち込むことや、悩むことはたくさんあり

ます。最近では、問題に出会っても、そのおかげで勉強させてもらっていると考えることがで

きるようになってきました（年の功かもしれませんが）。 
 2 月で開業 10 年目を迎えます。開業当初から来てくださっている患者様とは 10 年のお付き

合いになります。勤務医の時は、一人の患者様を長期間診るということがありませんでした。

この 10 年の間に、時間軸の中で生体がどのように変化していくのかということを学ばせていた

だくと同時に、自分の仕事の未熟な面も否応なく目の当たりにすることとなり、反省し、まだ

まだ勉強せねばと発奮しているところです。 
 昨年末からスタッフも勉強意欲が出てきています。今年は衛生士を少しずつ担当制にして、

一人一人の患者様によりきめ細やかな、質の高い医療をご提供できるように努力していきたい

と思っています。今年は辰年。龍が昇る如く、スタッフ一同精一杯頑張りたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

1



 2 



3



4  



 

 

どんな仕事も原点は「心を込めて」 

                      水谷 もりひと著『日本一心を揺るがす新聞の社説』より 

 元夜間中学校教師、松崎運之
み ち の

助
すけ

さんの話を聞いた。 

 夜間中学校は、戦前、戦後の貧しい中で、十分な教育を受けられなかった人たちの為の学校だ。そこで読み書

き、計算など、小学校レベルから教えてくれる。 

 国語の授業で、松崎先生は「ハガキを書く」という宿題を出した。何でもいいからハガキの裏に好きなことを

書いて投函する。宛先は松崎先生のアパートだ。 

 数日後、先生のアパートに次々とハガキが届いた。ただ１人、イノさんからのハガキだけが届かない。イノさ

んは当時３０代の左官職人だった。 

「ちゃんとポストに入れたのに･･･」、イノさんは残念がっていた。 

 ハガキのことを忘れた頃、１枚の不思議なハガキが松崎さんのアパートに届いた。何度も書いたり消したりし

たりしたらしく、住所のところは黒くなって、ほとんど読めなかった。「まつざきみちのすけさま」という文字 

「こんなので届くわけがない。なんで届いたんだろう」と松崎さんは思った。 

よく見るとハガキの隅に地図が書いてあった。「やきとりや」と書かれ、そこから矢印がアパートの絵に伸びて

いた。そして３番目の部屋が塗りつぶしてあり、「ここ」と書かれていた。 

「せっかく住所を書く練習をしたのに、なんで地図なんか描いたの?」と聞くと、「やっぱり目印があったほう

が配達しやすいんだよ」とイノさん。 

 数年後、松崎さんはこの話を地域の公民館の講演会で話した。講演後、１人の男性が近寄ってきた。顔を見た

ら目が真っ赤になっていた。 

「先生の今日の話にどれだけ励まされたか分かりません」とお礼を述べた。 

 男性は長年、郵便配達をしていた。一軒一軒手紙を運ぶ仕事に誇りと喜びを感じていた。どんなに読みにくい

字も、想像力を働かせながら読み取り、必ず宛先まで送り届けた。それが彼にとって「心を込めて仕事をする」

ということだった。 

 台風の日も、年末年始も、休まず配達を続けた。１日の仕事が終わると、みんなでお茶を飲みながら、「あそ

このばちゃんが･･･」とか「あそこの娘さんが･･･」と、地域の話題に花が咲いた。 

 



 

 

 やがて職場に郵便番号を読取る機械が導入され、合理化が進んだ。配達の仕事は学生アルバイトでもできるよ

うになった。気がつくと同僚たちはいろんな部署に配置転換されていった。男性は配達の仕事に喜びを感じなく

なっていった。そんな時、松崎さんの話を聞いた。 

 「地図付きのハガキの話を聴いて昔の懐かしい思いが込み上げてきました。普通ならそんなハガキは『宛先不

明』で処理すればいいんです。だけど、その配達員はきっとそのハガキを手にした時、自分の原点を思い出した

んだと思います。『これを必ず届けなきゃ』って。私にはその気持ちが分かるんです」と、男性は涙をボロボロ

こぼしながら話した。 

 どんな仕事でも今や IT 化うあデジタル化など合理化は避けられない時代である。だが、どんなに状況が変わ

っても、「心を込めて仕事をする」、やっぱりこれが仕事の原点だと思う。 

 

 

数年来、私は悩んでいることがありました。スタッフ教育です。大きな会社と違って、何か月も

新人研修を行うような余裕はありません。即、臨床の現場に入らざるをえないのが歯科医院の実情

です。忙しい日々の中で、良い医療を目指すために、どのようにしてスタッフを育てていくべきか、

悩んでいました。 

 引き寄せの法則ではありませんが、ＳＭＩというプログラムに出会い、月 1 回セミナーを受ける

ことにしました。そこでは、人としてどう生きて行ったらよいのか、幸せになるにはどうしたらよ

いのか、ということを教えて下さりました。次第に彼女たちが優しくなってきました。 

そして、東京から定期的に薄井さんという日本を代表する歯科衛生士が指導に来てくれるように

なりました。マンツーマンで指導を受ける彼女たちの眼の色が変わってきました。薄井さんは、「衛

生士なんてちっぽけな仕事かもしれないけど、本当にやりがいのある素晴らしい仕事なんだよ。た

くさん勉強して、一生続けなさいよ。」と言ってくれます。 

歯科の仕事は救命救急のような派手さはありません。心臓や脳血管疾患のように命に直接関わる

こともありません。でも、生きることは食べることです。その入口の環境を整えるというとても大

切な仕事だと思うのです。けれども、口の中だけを見て、処置をして、症状が改善することで満足

していてはいけないと思うのです。患者様とたくさんお話しして、一緒に笑ったり、悩んだり・・・。 

今年は、私とスタッフがベクトルを一つにして、患者様のために、「心をこめて仕事をする」こ

とを目標にしたいと思っています。 

 




